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１．調査方法 

 2010 年 1 月から 12 月までに発売されたインクジェ

ット方式のプリンター製品について、新聞、雑誌、文

献、各社のインターネットホームページなどから、そ

の技術動向を調査した。 

 調査対象としたインクジェット方式プリンターは、

SOHO 向けの製品、オフィス向けの製品、産業用途のイ

ンクジェットプリンターとした。 

 

２．SOHO 向け 

 ここでは、SOHO 向けのカテゴリとして、ビジネス用

途として販売されているインクジェットプリンターか

ら、特にサポートする用紙サイズが A4 以下の製品を、

調査の対象として取り上げる。 

 2010 年発売の本カテゴリの製品は、低ランニングコ

スト、低消費電力、環境配慮は勿論のこと、高速出力、

大量給紙、ネットワーク対応、高画質技術などが、当

たり前のように標準装備されており、各プリンターメ

ーカーのビジネス用途インクジェットプリンターへの

注力の高さが伺える。 

 リコーからは、「IPSiO GX e5500」が発売された。

従来機種よりもファーストプリントが高速化され、ま

た、オプションの増設トレイを 2 つまで装着すること

により、最大 1450 枚の大量給紙が可能となっており、

生産性やユーザーの使い易さが向上している。 

ネットワークボードも標準装備となり、様々な業種・

業務向けのプリンターとなっている。 

 セイコーエプソンからは、ビジネスインクジェット

のハイエンドモデルとして「PX-B510」、スタンダード

モデルとして「PX-B310」が発売された。ビジネス用途

で必要とされる高生産性、高信頼性、ローコストを追

求した機種となっている。LAN、両面印刷機構を標準装

備し、ワイドヘッドの採用とインク吐出量の拡大、高

駆動周波数化技術などにより、高速印刷を実現してい

る。紙詰まりのリスクを軽減させる「リタードローラ

ー」機構や、ヘッドのクリーニング技術、自動ノズル

チェック機構によりノズル詰まりのトラブルの軽減な

ど、安心して使うことができる。また、大容量インク

カートリッジの採用によりカラー印刷コストが低減さ

れており、「PX-B510」には、より容量の大きい Lサイ

ズ(全 4 色)/LL サイズ(ブラックのみ)のインクカート

リッジが用意されている。 

 更に、セイコーエプソンからは、環境負荷・使用コ

ストを低減する、「EC-01」が発売された。約 8,000

枚印刷できる大容量インクパックをプリンター本体に

内蔵し、インクを補充してプリンター本体を再利用す

るため、カートリッジの素材や製造、廃棄やリサイク

ルなどにかかる環境負荷が低減される。内蔵のインク

が無くなった場合のインク補充サービスも、同社より

提供されており、印刷可能枚数が多いビジネス用途で

は印刷コストも低減され、インクの買い置きも不要で、

消耗品の交換や管理にかかる工数も削減可能となる。 

 HP からは、低ランニングコストを実現した複合機モ

デル 3 機種が発売された。同社が提供するクラウド・

サービス経由での遠隔印刷を可能にする「メール de

プリント（ePrint）」、最大 A5 サイズまでの用紙を差

し替えずにカード類の表裏を同一面にコピーできる

「ID コピー機能」などが特徴といえる。全機種にカラ
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ー液晶タッチスクリーンを搭載し操作性も向上、「HP 

Officejet Pro 8500A Plus」と「HP Officejet 6500A 

Plus」では、自動両面印刷機能を標準搭載しており、

用紙コストの削減を図っている。ハイエンドモデルで

ある「HP Officejet Pro 8500A Plus」は、従来機種同

様、全色顔料系インクの大容量 4 色独立インクシステ

ムが採用され、高品質が実現されている。また、自動

両面印刷機能に加え、最大 50 枚までの両面対応 ADF

を搭載しており、大量の両面コピー・スキャン・ファ

クスにも対応可能である。更に、スキャンしたデータ

やファクスで受信したデータを、指定したネットワー

クフォルダやメールアドレスに直接送れる「デジタル

ファイリング／デジタルファクス」に対応するなど、

ユーザーに対する付加価値を向上させている。「HP 

Officejet 6500A Plus」は、無線／有線 LAN 機能と自

動両面印刷機能を搭載したスタンダードモデルである。

顔料系インクは K 色のみではあるが、4 色独立インク

システムにより、高速印刷、低ランニングコストが実

現されている。また、「HP Officejet 6500A」は、高

速印刷、低ランニングコスト、35枚対応ADF、有線LAN、

カラー液晶タッチスクリーンなど上位機種に引けを取

らない基本性能を備え、「メール de プリント

（ePrint）」、「ID コピー機能」などにも対応しなが

らも、低価格で販売されており、コストパフォーマン

スに重点を置いたモデルとなっている。 

 以上のように、SOHO 環境では、機能的に電子写真方

式のプリンターと比較しても遜色がなくなってきてい

るばかりでなく、インクジェット方式プリンターの特

徴である低ランニングコストを考えると、市場におけ

る立場が逆転するのではないか、今後注目される。 

 

３．オフィス向け 

  CAD、GIS（地理情報システム）図面、カラープルー

フなどの用途のワイドフォーマットプリンターを含め、

主にオフィスで使用されるインクジェットプリンター

を対象とした。高性能なデジタルカメラの普及による

高画質写真出力や、色校正（プルーフ）出力のニーズ

が確実に増え、また、CAD 図面のカラー化需要による

CAD 図面の出力機会、業務の効率改善、即時性などを

背景に、従来は外部に委託していたポスターなどの大

判出力物を内製化しようとするニーズも確実に広がり

を見せており、大判インクジェットプリンター市場は

これまで堅調な拡大を続けている。 

キヤノンからは B0 ノビ（44 インチ）用紙サイズに

対応した「iPF8300」が発売された。新開発の高精度メ

カプラットフォームは文字･細線の精度、面内均一性を

高め、色ずれを低減し、プルーフに必須の画像精度と

画像均一性を実現した。また、高画質新顔料インクシ

ステム｢LUCIA（ルシア） EX｣と新印字プロセスの導入

により、黒の品位や、暗部階調表現力の向上など、写

真に要求される高画質を実現している。プロフェッシ

ョナルユーザーからの極めて高度な画質への要求に応

えている。 

また、CAD／GIS（地理情報システム）図面や、ポス

ターの大量印刷時の生産性と利便性を備えた「iPF825

／iPF815」の 2 機種を発売した。A1 サイズ 1枚を約 24

秒で高速に印刷することが可能で、印刷中も交換可能

な大容量インクタンクやダブルロール給紙機構の搭載

により、高い生産性を発揮している。印刷コストなど

を集計できる「アカウンティング機能」を新たに搭載

したことにより、プリントの出力状況や用紙・インク

のコストなどをユーザー別や月別に管理することがで

きる。また、ネットワーク設定やデータ消去などをプ

リンター管理者のみが行える管理者モードの採用によ

り、高度なセキュリティー管理を可能にし、高い信頼

性を実現している。 

 リコーからは、低ランニングコストと省エネルギー

を実現する A3 判対応の新世代機種「IPSiO GX e7700」

が発売された。教育現場、医療現場、小売業、金融業

などをはじめ、さまざまな業種・業務向けプリンター

として、また一般オフィスにおいても部門ごとに出力

分散機として設置することも可能で、さまざまなビジ

ネスニーズに対応するマシンとしている。 

リコー独自の「新レベルカラー印刷機能」は、原稿に

応じて最適なインクの濃度調整を行い、文字はくっき

りと、イラストなどは濃度を落とすことで、モノクロ
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並みのランニングコストでカラードキュメントの印刷

を可能とした。 環境性能としても、動作時の平均消費

電力は 35W 以下と蛍光灯並み、省エネモード時の消費

電力は、2.2W 以下の低電力を実現している。従来機種

と比較して、カラーのファーストプリントは、3 秒以

下から 2.6 秒以下にスピードアップし、1 ページの書

類などの出力が多い業務に適している。連続プリント

速度も、カラー、モノクロともに 29 枚/分と高速であ

りドキュメントの生産性を向上している。 アクセシビ

リティにも配慮し、用紙補給、インク交換、万一の紙

詰まりの除去など、日常的な使用はすべて前面による

オペレーションパネルで操作が可能となっている。 

 セイコーエプソンから、大判インクジェットプリン

ター「MAXART シリーズ」の新商品として、軟包装のデ

ザインとプルーフ 向けモデル「PX-W8000」が発売され

た。世界初の水性ホワイトインクを搭載した大判イン

クジェットプリンターで、高濃度での白印刷を実現す

るとともに、オレンジ、グリーンインクの搭載により、

明るく鮮やかなグリーンからイエローおよびイエロー

からレッドの幅広い色再現領域を実現した。水性ホワ

イトインクは、印刷後の熱乾燥などの特別な処理を行

わなくても常温での乾燥が可能で、取り扱いや日常の

メンテナンスも簡単。さらに、食品パッケージでは特

に敬遠される印刷後の残臭も少なく、有害な VOC（揮

発性有機化合物）も発生しない環境に配慮したインク

で、デザイン事務所や食品会社のデザイン室など、特

別な換気設備のない一般オフィス環境でも手軽に使用

できることも特長である。プリントヘッドには高画質

と高生産性を両立した「MicroPiezoTF ヘッド」を搭載

し、各版を正確に重ね合わせた表現が可能である。ま

た、本機の印刷シミュレーションを行うプルーフ出力

により事前に校正確認が行え、立会い校正を最小限化

することができる。 

大判インクジェットプリンター をベースにした、フ

ルカラー拡大コピーシステム「PX-F8000MS」を発売し

た。学校関係向け専用モデルとして学校向けテンプレ

ート、イラスト素材集「学校向け活用 BOX」をセット

にした「PX-F80MSSC」を同時に発売している。デジタ

ルコンテンツの普及に伴い、パソコンでデータを作成

し、プリンターを使って手軽に印刷できるようになっ

た一方で、流通・小売業、旅行代理店や交通機関、ホ

テルなどのサービス業、一般オフィス、教育現場など

において、パンフレットやチラシ、教科書や副教材な

ど手元にある紙原稿を活かし、簡単に拡大コピーして

大判印刷物を作成したいというニーズが強く存在して

いる。A1 プラス対応大判インクジェットプリンターと

A4 対応高速スキャナーをダイレクトに接続し、パソコ

ンなしで簡単にフルカラー拡大コピーができる拡大コ

ピーシステムとなっている。また、水性顔料インクを

使用しているため、色あせしにくく、長期間の掲示が

可能。用紙も用途に合わせて普通紙やマット紙、光沢

のある用紙など様々なタイプの用紙が利用可能となっ

ている。 

 HP からテクニカル分野向け大判プリンター製品と

して発売された「HP Designjet T770」では、アプリケ

ーションを開くことなく、 PDF、PS、TIFF、DWF など

の複数のファイル形式を出力できる HP Instant 

Printing Utility に対応し、秒速 28 秒（A1 カラー線

画(高速）)のプリントや、ニーズに合ったアップグレ

ードオプションによって小規模ワークグループがより

少ない時間でより多くの作業を行うことができる。 

6 色の HP Vivera インクによって、くっきりしたテキ

ストと、精細な 0.1% のライン精度、および鮮明な表

現が可能。同じくテクニカル分野向け大判プリンター

製品「HP Designjet T7100」は新開発のプリントヘッ

ドにより、A1 サイズ・カラー線画を最速 15 秒でプリ

ントするなど、LED プリンターに迫るスピードを達成

している。新しい 6 色インクシステムには鮮やかな発

色と自然なモノクロ諧調を実現する染料系のグレー、

ダークグレー、シャープな線画を実現する顔料系マッ

トブラックのモノクロ 3 色を採用。正確に美しく再現

する高密度ノズルを搭載し、描画性能、写真などの階

調表現を大幅に向上させている。 

また、グラフィクス用途のプリンターとして発売さ

れた「HP Designjet Z6200」は、新開発プリントヘッ

ドなど最新のテクノロジーによる設計・開発で、今ま
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でに無い高速性能を実現している。A1 光沢紙の高品質

プリント時で約 3.4 分（1時間あたり 13.1 m2）、コー

ト紙を使用した場合にはA1 カラー画像をわずか 18 秒

でプリントを完了。従来モデルのおよそ 2 倍のスピー

ドを達成した。従来以上に広い色域と光沢レベル、光

沢均一性を備えた新開発のHP Vivid フォトインクを採

用。クロムレッドインクを含めた全 8 色のインクシス

テムの採用で、写真の再現性を高めている。ドリーム

ワークスSKGとHPが共同開発したカラーマネジメント

規格をサポートし、使用されるアプリケーションやデ

バイスを問わずに、一貫した色再現を可能としている。

HP OMAS（オプティカル メディア アドバンス センサ

ー）や内蔵分光測光器「i1®」により、用紙送り精度を

従来の 2倍から 10 倍まで高め、スキューの低減や分割

印刷時の送り方向の正確性、高濃度時のバンディング

などが大幅に解消される。 

日本オセからはオールインワンの広幅複合機の「Océ 

ColorWave 300」が発売された。用紙サイズ、補正、ス

キャン、プリント速度の調整などがすべて自動で最適

化されるため、ユーザーは最低限の操作で効率的に、

高品質なプリント・スキャン・コピーを実現できる。 

Océ Dynamic Switching Technology により、描画デー

タのラインコンテンツとエリアコンテンツを認識し、

出力図面に応じた描画品質とプリントスピードの最適

化を自動で行うことができる。 

 

４．産業用プリンター 

ここでは SOHO やオフィスのドキュメント作成、カラ

ープルーフ、CAD 出力、グラフィックアートなどの用

途以外に用いられる産業用のインクジェットプリンタ

ーを取り上げる。用途としては、サイン＆ディスプレ

イ等の作成、テキスタイルの捺染、特殊形状素材への

印刷、ミニラボ等である。 

電子写真方式は静電気現象を利用するため媒体にも

物性的な制約があるのに対し、インクジェット方式で

は着色剤を物理的に直接移動させるため媒体の自由度

が高く、紙以外にも樹脂、フィルム、布、DVD 等への

印刷が可能である。インクジェットプリンターはこの

特長を活かし、2007 年度の報告書で紹介したような 3D

造形や回路基板作成、また近年では医学分野での人工

臓器の製作等にも用いられており、情報機器の分野を

超えて広く用途が拡大している。 

以下、今年の新製品を用途別に、サイン＆ディスプ

レイ用途、テキスタイル用途、特殊形状素材用途、ミ

ニラボ用途に分類して紹介する。 

 

サイン＆ディスプレイ用途は、ビルボード、ポスタ

ー、シール、ステッカー、ラベル、パッケージ、POP

等と幅広く産業用インクジェットプリンターの過半数

を占める。従来は溶剤インクが一般的に用いられてい

たが、各社で水性インクの改良、UV 硬化インク、バイ

オマス組成等様々な視点から環境性能を改良する技術

開発が行われている。 

HP は 2009 年に発売した「HP Designjet L65500」か

らブランド名を「HP Scitex シリーズ」に変更し、サ

イン・ディスプレイ用スーパーワイドプリンターとし

て印刷幅 2.64m の「HP Scitex LX 600」、印刷幅 3.4m

の「HP Scitex LX 800」を新発売した。また、普及機

として「HP Designjet L25500 シリーズ」が 42inch と

60inch で発売された。全て前機種から採用された無臭

で有害成分を排出せず、高い耐候性を備えた水性ポリ

マー素材の「HP Latex インク」を継承している。 

セイコーエプソンからは「エコソルベント GS イン

ク」を搭載した 64 インチ対応の「GS6000」が発売され

た。「エコソルベント GS インク」は溶剤インク特有の

臭いを低減し、発がん性のあるニッケル化合物を一切

含まない、作業環境に配慮したインクである。オレン

ジ、グリーンを含む 8 色のインク構成により、水性イ

ンクジェットプリンターにも匹敵する広い色再現領域

を実現している。 

ミマキエンジニアリングは LED 方式の UV 硬化

型のフラットベッドインクジェットプリンタ

ー「JFX-1631plus」、「JFX-1615plus」を発売

し た 。 前 者 は 1,600mm × 3,100mm 、 後 者 は

1,600mm×1,500mm のフラットベッドを備える。

プリント後に UV 光を照射し、インクを 2 次硬
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化させる「ポストキュアユニット(2 次硬化ユ

ニット)」を標準搭載することにより、従来比

1.8 倍のプリント速度を実現している。UV 硬化

インクは UV光（紫外線）を照射することにより、重

合反応（液状のモノマーが、UV 光を受ける事により結

合してポリマーに変化）を起こし硬化、定着する。揮

発性有機化合物（VOC）を含まないため環境に優しい。

さらに瞬時にインクが硬化して定着するため、今まで

のインクジェットでは印刷できなかったプラスチック

（PET・ポリカーボネート）等の非吸収性素材への印刷

を可能とする。 

武藤工業からは環境対応型で素材を選ばない「MP

インク」を搭載した「VJ-1608HSJ」が発売された。「MP

インク」はバイオマス 50％＋従来の溶剤で構成されて

おり、従来の MUBIO インクの乾燥性の高さと一般溶剤

の優位点（耐光性、密着性）を融合した新型インクで

ある。「MP インク」により今までは考えられなかった

段ボール、PET 素材、アクリル板、ABS 樹脂等の非イン

クジェット用素材に対する作画を可能としている。 

ローランドDGからはフルカラープリントに加えて

メタリックカラー(金属調の色)を表現可能なインクジ

ェットプリンター「VersaCAMMシリーズ」に「VS-640」

「VS-540」、「VS-420」、「VS-300」の4 モデルがラ

インナップされた。それぞれ 64 インチ、54 インチ、

42 インチ、30 インチ幅に対応しており、大型屋外サイ

ンやカーラッピングからグッズのステッカーやアイロ

ンプリント出力まで用途に応じた選択が可能となって

いる。 

また、ラベル印刷機としてセイコーエプソンより小

ロットラベルの高い生産効率を実現する「SurePress 

L-4033A」が発売された。期間限定商品やラインナップ

数・バリエーション増加による多品種化、商品ライフ

サイクルの短期化に伴い、商品に貼付する表示ラベル

や POP などの販促用ラベルを、必要なときに必要な量

を、安価に、短納期で印刷したいというニーズに対応

している。皮膜化樹脂を高機能化した新開発の水性顔

料インク「SurePress AQ ink」はオレンジ、グリーン

インク搭載により幅広い色域をカバーしている。 

テキスタイル用途は、インテリア用品、スポーツユ

ニフォーム、T シャツなどの布地(テキスタイル)や、

イベントや店舗装飾におけるバナー、タペストリー、

のぼりといったソフトサイネージ（サイネージ＝看板）

を対象としている。 

ローランドDGからはポリエステル繊維の染色に適し

た昇華転写インクを搭載した「RS-640S」、「RS-540S」

が発売された。転写用紙に印刷後、ポリエステル生地

に熱圧着すると、用紙側のインクが加熱されて昇華し、

生地の繊維に浸透して鮮やかな発色が得られる。最高

31.8m /hの高い生産性を実現するとともに、低価格・

大容量の 1 リットルインクを採用し、ランニングコス

トを低減している。 

2

ミマキエンジニアリングからはダイレクト昇

華プリントと昇華転写プリントの両プリント

方式に対応した「JV5-320DS」が発売された。

転写紙を介さないダイレクト昇華プリントに

おいては、昇華転写プリントを上回るシャープ

なプリントエッジにより、ソフトサインの仕上

りと付加価値を高めるとともに、転写紙の廃棄

処分に要する手間とコストの削減効果を発揮

することができ、メリットと環境対応の両立を

実現したとしている。高速プリントヘッド 4

基を 4 列にスタガ配列し、最高プリント速度

62m²/h を実現している。また、伸縮素材の安

定した搬送を実現するベルト搬送方式を用い

た「Tx400-1800B」も発売されている。 

ブラザーからはTシャツや手提げ袋などの布製品に

印刷することができるガーメントプリンター「GT-782」

が発売された。白インク印刷への対応により、濃色の

布製品への印刷を可能とし、2プラテン、2 キャリッジ

による白インクとカラーインクの 2 枚同時印刷を行う

ことで高い生産性を実現している。 

特殊形状素材用途では、樹脂、木材、金属、ガ

ラス、CD/DVD 等の立体物や硬質の媒体への印刷

を可能とした製品が発売されている。 

ローランド DG からは UV インクジェットプリンター

「LEC-540」、「LEC-300A」が発売された。最大 1mm
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までの厚紙やプラスチック素材を利用した商品パッケ

ージ試作や、ポリカーボネート素材を使用した工業製

品の操作パネル試作などを実現している。上位機種の

「LEC-540」には紙器･パッケージの試作のため、印刷

したデータを箱状に組み立てるために必要な折罫をつ

けることができる「折罫機能」と、印刷後に外周をミ

シン目に切り抜くことができる「ミシン目カット機能」

も新たに搭載された。54inch の大判出力とクリアイン

クの組み合わせは、ガラス装飾などのディスプレイ製

作も可能である。 

ミマキエンジニアリングからは LED 方式の UV

硬化型のフラットベッドインクジェットプリ

ンター「UJF-3042」が発売された。プリントす

る素材を選ばず、厚み 50mm までの樹脂、木材、

金属等のノンコート素材にフルカラーダイレ

クトプリントを可能としている。UV 硬化に LED

方式を採用したことで、UV 照射時の発熱がほ

とんどなく、軟包装に用いられる PET 等の熱で

変形しやすい素材にもプリントができる。 

セイコーエプソンからは CD/DVD プリンタブルディ

スクのデータ書き込みからレーベル印刷まで行うデュ

プリケーター装置である「PP-100AP」が発売された。

大量印刷ニーズに応えるため印刷速度は最大 95 枚/時

間となっており、さらに PC1 台に対して最大 6 台まで

接続することが可能となっている。 

ミニラボ用途では、日本 HP から「HP Photosmart 

ML2000D Minilab Printer」が発売された。フチ無し片

面／両面に対応する業界最速のインクジェットミニラ

ボプリンターであり、L サイズの片面のプリントでは

1500 枚/時の高速プリントを実現している。高画質写

真プリントに加え、フォトブック、グリーティングカ

ード、カレンダーなど、全てのプリントニーズに一台

で対応が可能となっている。また環境面でも、無臭で

化学薬品の廃棄処理が発生しない、スタンバイモード

から 10 分程度でプリントを開始することが可能で、従

来の銀塩ミニラボ機と比較して消費電力も 3 分の 1 程

度と二酸化炭素排出量を約 30%削減できるとしている。 
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